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RZ/T1グループ

FIFO 内蔵シリアルコミュニケーションインタフェース（SCIFA）

要旨

本アプリケーションノートでは、RZ/T1 に搭載されている FIFO 内蔵シリアルコミュニケーションインタ

フェース（SCIF）の調歩同期式通信を使用したサンプルプログラムについて説明します。

サンプルプログラムの特長を以下に示します。

• PC と接続し、ターミナルソフトを用いることで、PC との通信が可能になります。

対象デバイス

RZ/T1 グループ

本アプリケーションノートを他のマイコンへ適用する場合、そのマイコンの仕様にあわせて変更し、十分

評価してください。
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1. 仕様
表 1.1 に使用する周辺機能と用途を、図 1.1 に動作環境を示します。

表1.1 使用する周辺機能と用途

周辺機能 用途

クロック発生回路（CPG） CPUクロックおよび低速オンチップオシレータで使用

FIFO内蔵シリアルコミュニケーションインタフェース（SCIFA） SCIFAの歩調同期式を使用し、RS-232Cインタフェースによる

COMポート通信に使用

エラーコントロールモジュール（ECM） ERROROUT#端子の初期化

注 1. 別途お客様でご用意いただく必要があります。

図 1.1 動作環境
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2. 動作環境
本アプリケーションのサンプルコードは、下記の環境を想定しています。

表2.1 動作環境

項目 内容

使用マイコン RZ/T1グループ

動作周波数 CPUCLK = 450MHz

動作電圧 3.3V

統合開発環境 IARシステムズ製
Embedded Workbench® for Arm Version 8.20.2
Arm製
DS-5TM 5.26.2
RENESAS製
e2studio 6.1.0

動作モード SPIブートモード

16ビットバスブートモード

ターミナルソフトの通信設定 • 通信速度：115200bps
• データ長：8ビット

• パリティ：なし

• ストップビット長：1ビット

• フロー制御：なし

使用ボード RZ/T1 Evaluation Board
（RTK7910022C00000BR）

使用デバイス

（ボード上で使用する機能）

• シリアルインタフェース（USB-Mini BコネクタJ8）
• NORフラッシュメモリ（CS0、CS1空間に接続）

メーカ名 : Macronix International Co..、型名 : MX29GL512FLT2I-10Q
• SDRAM（CS2、CS3空間に接続）

メーカ名 : Integrated Silicon Solution Inc、型名 : IS42S16320D-7TL
• シリアルフラッシュメモリ

メーカ名 : Macronix International Co..、型名 : MX25L51245G

PC用USBシリアルポートドライバ • RTK7910018C00000BE向け

• RTK7910022C00000BR向け



R01AN2577JJ0140 Rev.1.40 Page 6 of 30
2018.06.07

RZ/T1グループ FIFO 内蔵シリアルコミュニケーションインタフェース（SCIFA）

3. 関連アプリケーションノート
本アプリケーションノートに関連するアプリケーションノートを以下に示します。併せて参照してくださ

い。

• RZ/T1 グループ初期設定
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4. 周辺機能説明
クロック発生回路（CPG）、FIFO 内蔵シリアルコミュニケーションインタフェース（SCIFA）、エラーコン

トロールモジュール（ECM）についての基本的な内容は、RZ/T1 グループ・ユーザーズマニュアル ハード

ウェア編を参照してください。
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5. ハードウェア説明

5.1 ハードウェア構成例

図 5.1 にハードウェア構成例を示します。

5.2 使用端子一覧

表 5.1 に使用端子と機能を示します。

図 5.1 ハードウェア構成例

表5.1 使用端子と機能

端子名 入出力 内容

MD0 入力 動作モードの選択

MD0 = “L”、MD1 = “L”、MD2 = “L” （SPIブートモード）

MD0 = “L”、MD1 = “H”、MD2 = “L” （16ビットバスブートモード）
MD1 入力

MD2 入力

TXD2 出力 シリアル送信データ信号

RXD2 入力 シリアル受信データ信号

RZ/T1

I/O Port

RXD2TXD2

Cortex-R4 消費電力低減機能

レジスタライト

プロテクション機能
SCIFA Ch2
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6. ソフトウェア説明

6.1 動作概要

本サンプルプログラムでは、FIFO 内蔵シリアルコミュニケーションインタフェース（SCIFA）の調歩同期

式通信を用い、ホスト PC と RS-232 インタフェースの COM ポート通信を行うための設定を行い、通信可能

状態とします。設定完了後は、ホスト PC からの入力キーに応じて、応答します。

本サンプルプログラムの機能概要を示します。

表6.1 動作概要

機能 概要

チャネル チャネル2（SCIFA2）

シリアル通信方式 調歩同期式

クロック SERICLK = 150MHz

送信／受信 シリアルデータ送信／受信

LSBファースト

転送速度 115200bps

キャラクタ長 8ビット

ストップビット長 1ビット

パリティ機能 なし

ハードウェアフロー制御 なし

割り込み BRIF2禁止
RXIF2禁止

TXIF2禁止

DRIF2禁止
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6.1.1 プロジェクト設定

開発環境となる EWARM 上で使用されるプロジェクト設定については、アプリケーションノート「RZ/T1
グループ初期設定」に記載しています。

6.1.2 使用準備

本サンプルプログラムでは、PC との通信動作を行いますので、その実行準備を説明します。

（1）ホスト PC にてターミナルソフトを起動し、次のように設定します。（Tera Term で COM4 使用の場合）

（2）サンプルプログラムを実行し通信可能状態になると、下図に示すようにサンプルプログラムからの受信

データがターミナルソフトに表示されます。

図 6.1 シリアルポートの設定

図 6.2 SCIFA 設定後のターミナルソフト上の表示
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（3）ホスト PC からテンキーや、英数字などを入力し、Enter キーを入力すると、下図に示すようにターミナ

ルソフト上で、サンプルプログラムからの応答（input = 1234567890）を確認することができます。

図 6.3 キーボード入力後のターミナルソフト上の表示
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6.2 メモリマップ

RZ/T1 グループのアドレス空間と RZ/T1 評価ボードのメモリマッピングについては、アプリケーション

ノート「RZ/T1 グループ初期設定」に記載しています。

6.2.1 サンプルプログラムのセクション配置

サンプルプログラムで使用するセクションおよびサンプルプログラムの初期状態のセクション配置（ロー

ドビュー）、スキャッタローディング機能を使用した後のセクション配置（実行ビュー）は、アプリケー

ションノート「RZ/T1 グループ初期設定」に記載しています。

6.2.2 MPU の設定

MPU の設定は、アプリケーションノート「RZ/T1 グループ初期設定」に記載しています。

6.2.3 例外処理ベクタテーブル

例外処理のベクタテーブルは、アプリケーションノート「RZ/T1 グループ初期設定」に記載しています。

6.3 固定幅整数一覧

表 6.2 にサンプルプログラムで使用する固定幅整数を示します。

表6.2 サンプルプログラムで使用する固定幅整数

シンボル 内容

int8_t 8ビット整数、符号あり（標準ライブラリにて定義）

int16_t 16ビット整数、符号あり（標準ライブラリにて定義）

int32_t 32ビット整数、符号あり（標準ライブラリにて定義）

int64_t 64ビット整数、符号あり（標準ライブラリにて定義）

uint8_t 8ビット整数、符号なし（標準ライブラリにて定義）

uint16_t 16ビット整数、符号なし（標準ライブラリにて定義）

uint32_t 32ビット整数、符号なし（標準ライブラリにて定義）

uint64_t 64ビット整数、符号なし（標準ライブラリにて定義）
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6.4 定数／エラーコード一覧

表 6.3 にサンプルプログラムで使用する定数を、表 6.4 にサンプルプログラムのエラーコードを示しま

す。

6.5 大域変数一覧

表 6.5 に大域変数一覧を示します。

表6.3 サンプルプログラムで使用する定数

定数名 設定値 内容

SCIFA_UART_CH_TOTAL (5) SCIFAのチャネル数

SCIFA_UART_CH_0 (0) SCIFAのチャネル0を指定するための定数です。

SCIFA_UART_CH_1 (1) SCIFAのチャネル1を指定するための定数です。

SCIFA_UART_CH_2 (2) SCIFAのチャネル2を指定するための定数です。

SCIFA_UART_CH_3 (3) SCIFAのチャネル3を指定するための定数です。

SCIFA_UART_CH_4 (4) SCIFAのチャネル4を指定するための定数です。

SCIFA_UART_MODE_R (1) SCIFAを受信モードで使用するための定数です。
SCIFAチャネル初期化関数およびSCIFAチャネルオープン関数の引

数に使用します。

SCIFA_UART_MODE_W (2) SCIFAを送信モードで使用するための定数です。

SCIFAチャネル初期化関数およびSCIFAチャネルオープン関数の引
数に使用します。

SCIFA_UART_MODE_RW (3) SCIFAを送受信モードで使用するための定数です。
SCIFAチャネル初期化関数およびSCIFAチャネルオープン関数の引

数に使用します。

SCIFA_UART_CKS_DIVISION_1 (0) SCIFAのボーレートジェネレータのクロックソースをSERICLKク

ロックに設定するための定数です。SCIFAチャネル初期化関数の引
数に使用します。

SCIFA_UART_CKS_DIVISION_4 (1) SCIFAのボーレートジェネレータのクロックソースをSERICLK/4ク
ロックに設定するための定数です。SCIFAチャネル初期化関数の引

数に使用します。

SCIFA_UART_CKS_DIVISION_16 (2) SCIFAのボーレートジェネレータのクロックソースをSERICLK/16
クロックに設定するための定数です。SCIFAチャネル初期化関数の
引数に使用します。

SCIFA_UART_CKS_DIVISION_64 (3) SCIFAのボーレートジェネレータのクロックソースをSERICLK/64
クロックに設定するための定数です。SCIFAチャネル初期化関数の

引数に使用します。

表6.4 サンプルプログラムのエラーコード

定数名 設定値 内容

SCIFA_UART_SUCCESS (0) SCIFA関連のAPI関数の戻り値のための定数です。

関数実行が成功したことを意味します。

SCIFA_UART_ERR (-1) SCIFA関連のAPI関数の戻り値のための定数です。

関数実行が失敗したことを意味します。

SCIFA_UART_ERR_RECEIVE (-2) SCIFA関連のAPI関数の戻り値のための定数です。

データ受信関数実行が失敗したことを意味します。

表6.5 大域変数一覧

型 変数名 内容 使用関数

char gbuff[16] ターミナルソフトからの受信データ main
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6.6 関数一覧

表 6.6 に関数一覧を示します。

表6.6 関数一覧

関数名 ページ番号

main 15

IoInitScifa2 15

R_SCIFA_UART_Init 16

R_SCIFA_UART_Open 17

R_SCIFA_UART_Send 17

R_SCIFA_UART_Receive 18

userdef_scifa2_uart_init 18

userdef_scifa2_uart_open 19

userdef_scifa2_uart_send 19

userdef_scifa2_uart_receive 19
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6.7 関数仕様

6.7.1 main

6.7.2 IoInitScifa2

main

概　要 メイン処理

宣　言 int main (void)

説　明 ECM 機能、SCIFA を初期化し、SCIFA テストプログラム開始を表すデータを送信し

ます。

その後、PC のキーボード入力によるデータを受信するまでループし、データ受信が

あったとき、受信したデータを送信します。

引　数 なし

リターン値 なし

補足 なし

IoInitScifa2

概　要 SCIFA チャネル 2 初期設定処理

宣　言 void IoInitScifa2(void)

説　明 UART モードとして SCIFA のチャネル 2 を初期化した後、送受信を有効にし、通信を

開始します。

引　数 なし

リターン値 なし

補足 なし
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6.7.3 R_SCIFA_UART_Init
R_SCIFA_UART_Init

概　要 SCIFA 初期設定処理

ヘッダ r_scifa_uart.h

宣　言 nt32_t R_SCIFA_UART_Init(uint32_t channel, uint32_t mode, uint16_t cks, uint8_t brr)

説　明 SCIFA を調歩同期式通信モードに初期化し、SCIFA で使用するポート設定を行いま

す。

引　数 uint32_t channel ：初期化する SCIFA チャネルを指定します。

   設定可能範囲（0 ～ 4）
uint32_t mode ：SCIFA の動作モードを指定します。

   SCIFA_UART_MODE_R：受信モード

   SCIFA_UART_MODE_W：送信モード

   SCIFA_UART_MODE_RW：送受信モード

uint16_t cks ：SCIFA のボーレートジェネレータのクロックソースを選択します。

   SCIFA_UART_CKS_DIVISION_1：SERICLK
   SCIFA_UART_CKS_DIVISION_4：SERICLK / 4
   SCIFA_UART_CKS_DIVISION_16：SERICLK / 16
   SCIFA_UART_CKS_DIVISION_64：SERICLK / 64

uint8_t brr ：SCIFA ビットレートレジスタ（BRR）に設定する値を指定します。

   設定可能範囲（ハードウェアマニュアルを参照）

リターン値 SCIFA_UART_SUCCESS：初期化成功

SCIFA_UART_ERR：引数エラー

補足 • SCIFA チャネル 2 のみ実装しています。チャネル 1、3 ～ 4 は未実装です。

• SCIFA チャネル 2 で使用する端子は以下の通りです。

TXD2：P91
RXD2：P92
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6.7.4 R_SCIFA_UART_Open

6.7.5 R_SCIFA_UART_Send

R_SCIFA_UART_Open

概　要 SCIFA 起動処理

ヘッダ r_scifa_uart.h

宣　言 int32_t R_SCIFA_UART_Open(uint32_t channel, uint32_t mode)

説　明 引数にて指定された動作モード（送信／受信／送受信）で SCIFA を起動し、調歩同期

式通信を開始します。

引　数 uint32_t channel ：初期化する SCIFA チャネルを指定します。

   設定可能範囲（0 ～ 4）
uint32_t mode ：SCIFA の動作モードを指定します。

   SCIFA_UART_MODE_R：受信モード

   SCIFA_UART_MODE_W：送信モード

   SCIFA_UART_MODE_RW：送受信モード

リターン値 SCIFA_UART_SUCCESS：起動成功

SCIFA_UART_ERR：引数エラー

補足 • SCIFA チャネル 2 のみ実装しています。チャネル 1、3 ～ 4 は未実装です。

R_SCIFA_UART_Send

概　要 データ送信処理

ヘッダ r_scifa_uart.h

宣　言 int32_t R_SCIFA_UART_Send(uint32_t channel, uint8_t data)

説　明 RS-232C インタフェースによる COM ポート通信で、1 バイトのデータを送信します。

引　数 uint32_t channel ：初期化する SCIFA チャネルを指定します。

   設定可能範囲（0 ～ 4）
uint8_t data ：送信データを指定します。

リターン値 SCIFA_UART_SUCCESS：送信成功

SCIFA_UART_ERR：引数エラー

補足 • SCIFA チャネル 2 のみ実装しています。チャネル 1、3 ～ 4 は未実装です。
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6.7.6 R_SCIFA_UART_Receive

6.7.7  userdef_scifa2_uart_init

R_SCIFA_UART_Receive

概　要 データ受信処理

ヘッダ r_scifa_uart.h

宣　言 int32_t R_SCIFA_UART_Receive(uint32_t channel, uint8_t *data)

説　明 RS-232C インタフェースによる COM ポート通信で、1 バイトのデータを受信します。

引　数 uint32_t channel ：初期化する SCIFA チャネルを指定します。

   設定可能範囲（0 ～ 4）
uint8_t *data ：受信したデータを格納する領域を指定します。

リターン値 SCIFA_UART_SUCCESS：受信成功

SCIFA_UART_ERR：引数エラー

SCIFA_UART_ERR_RECEIVE：受信エラー

補足 • SCIFA チャネル 2 のみ実装しています。チャネル 1、3 ～ 4 は未実装です。

userdef_scifa2_uart_init

概　要 SCIFA チャネル 2 UART モード初期設定処理（ユーザ定義）

宣　言 void userdef_scifa2_uart_init(uint32_t mode, uint16_t cks, uint8_t brr)

説　明

引　数 uint32_t mode ：SCIFA の動作モードを指定します。

   SCIFA_UART_MODE_R：受信モード

   SCIFA_UART_MODE_W：送信モード

   SCIFA_UART_MODE_RW：送受信モード

uint16_t cks ：SCIFA のボーレートジェネレータのクロックソースを選択します。

   SCIFA_UART_CKS_DIVISION_1：SERICLK
   SCIFA_UART_CKS_DIVISION_4：SERICLK / 4
   SCIFA_UART_CKS_DIVISION_16：SERICLK / 16
   SCIFA_UART_CKS_DIVISION_64：SERICLK / 64

uint8_t brr ：SCIFA ビットレートレジスタ（BRR）に設定する値を指定します。

   設定可能範囲（ハードウェアマニュアルを参照）

リターン値 なし

補足 なし
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6.7.8 userdef_scifa2_uart_open

6.7.9 userdef_scifa2_uart_send

6.7.10  userdef_scifa2_uart_receive

userdef_scifa2_uart_open

概　要 SCIFA チャネル 2 UART モード起動処理（ユーザ定義）

宣　言 void userdef_scifa2_uart_open(uint32_t mode)

説　明 引数 mode に応じて、送信動作、受信動作を許可に設定します。

引　数 uint32_t mode ：SCIFA の動作モードを指定します。

   SCIFA_UART_MODE_R：受信モード

   SCIFA_UART_MODE_W：送信モード

   SCIFA_UART_MODE_RW：送受信モード

リターン値 なし

補足

userdef_scifa2_uart_send

概　要 SCIFA チャネル 2 データ送信処理（ユーザ定義）

宣　言 void userdef_scifa2_uart_send(uint8_t data)

説　明 引数で指定したデータを送信します。

引　数 uint8_t data ：送信データを指定します。

リターン値 なし

補足 なし

userdef_scifa2_uart_receive

概　要 SCIFA チャネル 2 データ受信処理

宣　言 int32_t userdef_scifa2_uart_receive(uint8_t *data)

説　明 受信エラーのとき、受信エラー状態をクリアし、戻り値に受信エラーを設定します。

受信データを取得したとき、引数で指定した領域に受信データを格納します。

引　数 uint8_t *data ：受信したデータを格納する領域を指定します。

リターン値 SCIFA_UART_SUCCESS：受信成功

SCIFA_UART_ERR_RECEIVE：受信エラー

補足 なし
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6.8 フローチャート

6.8.1 メイン処理

図 6.4 にメイン処理のフローチャートを示します。

6.8.2 SCIFA チャネル 2 初期設定処理

図 6.5 に SCIFA チャネル 2 初期設定処理のフローチャートを示します。

図 6.4 メイン処理

図 6.5 SCIFA チャネル 2 初期設定処理

main

ECM設定
ecm_init()

SCIFAチャネル2初期設定
IoInitScifa2()

ERROROUT端子の初期化を行います。

printf() SCIFAテストプログラム開始を通知します。

printf() 受信したデータを通知します。

gets() 受信データ取得します。

IoInitScifa2

SCIFA初期設定
R_SCIFA_UART_Init()

SCIFA起動処理
R_SCIFA_UART_Open()

return

SCIFAチャネル2を調歩同期式通信モードで初期化します。

SCIFAで使用するポートの設定を行います。

SCIFAチャネル2の送受信を有効にし、通信を開始します。
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6.8.3  SCIFA 初期設定処理

図 6.6 に SCIFA 初期設定処理のフローチャートを示します。

注 . チャネル 2 のみ実装しています。チャネル 1、3 ～ 4 は未実装です。

図 6.6 SCIFA 初期設定処理

R_SCIFA_UART_Init

channelが範囲内

modeが範囲内

cksが範囲内

チャネル指定はチャネル2

SCIFAチャネル2
UARTモード初期設定

userdef_scifa2_uart_init()

return

戻り値を成功に設定 戻り値を引数エラーに設定

引数cksが範囲外の値

引数modeが範囲外の値

引数channelが範囲外の値

引数channelが2以外の値

Yes

Yes

Yes

Yes
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6.8.4 SCIFA 起動処理

図 6.7 に SCIFA 起動処理のフローチャートを示します。

注 . チャネル 2 のみ実装しています。チャネル 1、3 ～ 4 は未実装です。

図 6.7 SCIFA 起動処理

R_SCIFA_UART_Open

channelが範囲内

modeが範囲内

チャネル指定はチャネル2

SCIFAチャネル2起動処理
userdef_scifa2_uart_open()

return

戻り値を成功に設定 戻り値を引数エラーに設定

引数channelが2以外の値

引数modeが範囲外の値

引数channelが範囲外の値

Yes

Yes

Yes
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6.8.5 データ送信処理

図 6.8 にデータ送信処理のフローチャートを示します。

6.8.6 データ受信処理

図 6.9 にデータ受信処理のフローチャートを示します。

注 . チャネル 2 のみ実装しています。チャネル 1、3 ～ 4 は未実装です。

図 6.8 データ送信処理

注 . チャネル 2 のみ実装しています。チャネル 1、3 ～ 4 は未実装です。

図 6.9 データ受信処理

R_SCIFA_UART_Send

channelが範囲内

チャネル指定はチャネル2

SCIFAチャネル2データ送信
userdef_scifa2_uart_send()

return

戻り値を成功に設定 戻り値を引数エラーに設定

引数channelが2以外の値

引数channelが範囲外の値

Yes

Yes

R_SCIFA_UART_Receive

channelが範囲内

チャネル指定はチャネル2

SCIFAチャネル2データ受信
userdef_scifa2_uart_receive()

return

戻り値を引数エラーに設定

引数channelが2以外の値

引数channelが範囲外の値

Yes

Yes

戻り値を成功に設定
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6.8.7  SCIFA チャネル 2 UART モード初期設定処理（ユーザ定義）

図 6.10、図 6.11 に SCIFA チャネル 2 UART モード初期設定処理（ユーザ定義）のフローチャートを示し

ます。

図 6.10 SCIFA チャネル 2 UART モード初期設定処理（ユーザ定義）（1）

userdef_scifa2_uart_init

SCIFA
scifa_clk_sw() SCIFAチャネル2の送受信を有効にし、通信を開始します。

送信動作禁止を設定

受信動作禁止を設定

SCRレジスタ

TE = 0 : 送信動作が禁止となるように設定します。

SCRレジスタ

RE = 0 : 受信動作が禁止となるように設定します。

modeは送信モード
引数modeが受信のみの場合

トランスミットFIFOデータ

レジスタリセットビット設定

FCRレジスタ

TFRST = 1 : FTDRレジスタをリセットするように設定します。

modeは受信モード
引数modeが送信のみの場合

レシーブFIFOデータレジスタ

リセットビット設定

FCRレジスタ

RFRST = 1 : FRDRレジスタをリセットするように設定します。

シリアルステータスレジスタ

（FSR）ダミーリード

ラインテータスレジスタ（LSR）

ダミーリード

LSRレジスタ

ORER : オーバランエラーフラグをリードします。

シリアルステータスレジスタ

（FSR）設定

ラインテータスレジスタ

（LSR）設定

LSRレジスタ

ORER = 0 : 受信中、または正常に受信が完了したことを表示

  するように設定します。

FSRレジスタ ← 0x0000
DR = 0 : 受信中であるか、正常に受信完了後、FRDRレジスタ

に受信データが残っていないことを表示するように設

定します。

RDF = 0 : FRDRレジスタの受信データ数が指定受信トリガ数

  より少ないことを表示するように設定します。

BRK = 0 : ブレーク信号なしとなるように設定します。

TDFE = 0 : FTDRレジスタに書き込んだ送信データ数が指定

送信トリガ数より多いことを表示するように設定

します。

TEND = 0 : 送信待機中または送信中であることを表示するよう

 に設定します。

ER = 0 : 受信中、または正常に受信が完了したことを表示する

ように設定します。

クロック許可ビットの設定 SCRレジスタ

CKE = 00B : 内部クロック／SCK端子は、入力端子となるよう

   に設定します。

1

Yes

Yes
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図 6.11 SCIFA チャネル 2 UART モード初期設定処理（ユーザ定義）（2）

クロック選択ビット設定
SMRレジスタ

CKS = cks : 引数cksの値を設定します。

1

ストップビット長の設定
SMRレジスタ

STOP = 0 : 1ストップビットとなるように設定します。

パリティ許可ビットの設定 SMRレジスタ

PE = 0 : パリティビットの付加、およびチェックを禁止するように

   設定します。

キャラクタレングスの設定
SMRレジスタ

CHR = 0 : 8ビットデータとなるように設定します。

コミュニケーションモードビット

の設定
SMRレジスタ

CM = 0 : 調歩同期式モードとなるように設定します。

モジュレーションデューティ

レジスタ選択ビットの設定

SEMRレジスタ

MDDRS = 0 : BRRレジスタのアクセスが可能になるように設定します。

ビットレートレジスタ（BRR）の

設定
BRRレジスタ ← 引数brr

送信FIFOデータ数トリガ設定

ビットの設定

FTCRレジスタ

TFTC = 00000B

送信トリガ選択ビットの設定
FTCRレジスタ

TTRGS = 0 : FCR、TTRGビットが有効になるように設定します。

受信FIFOデータ数トリガ設定

ビットの設定

FTCRレジスタ

RFTC = 00001B

受信トリガ選択ビットの設定
FTCRレジスタ

RTRGS = 0 : FCR、RTRGビットが有効になるように設定します。

FIFOコントロールレジスタ

（FCR）の設定
FCRレジスタの設定は、引数modeの値によって異なります。　　　

SCIFA_UART_MODE_RWのとき、0x0030を設定します。

SCIFA_UART_MODE_Wのとき、0x0032を設定します。

SCIFA_UART_MODE_Rのとき、0x0034を設定します。

上記以外のとき、0x0036を設定します。

PFSレジスタ書込み許可
scifa_pfs_wr_enable()

PFS設定
scifa_pfs_set()

PFSレジスタ書込み禁止
scifa_pfs_wr_disable()

I/Oポート設定
scifa_io_pmr_set()

return

ポートP91をTXD2、ポートP92をRXD2に設定します。



R01AN2577JJ0140 Rev.1.40 Page 26 of 30
2018.06.07

RZ/T1グループ FIFO 内蔵シリアルコミュニケーションインタフェース（SCIFA）

6.8.8 SCIFA チャネル 2 UART モード起動処理（ユーザ定義）

図 6.12 に SCIFA チャネル 2 UART モード起動処理（ユーザ定義）のフローチャートを示します。

6.8.9 SCIFA チャネル 2 データ送信処理（ユーザ定義）

図 6.13 に SCIFA チャネル 2 データ送信処理（ユーザ定義）のフローチャートを示します。

図 6.12 SCIFA チャネル 2 UART モード起動処理（ユーザ定義）

図 6.13 SCIFA チャネル 2 データ送信処理（ユーザ定義）

userdef_scifa2_uart_open

modeは送信モード
引数modeが受信のみの場合

送信動作許可を設定
SCRレジスタ

TE = 1 : 送信動作が許可となるように設定します。

modeは受信モード
引数modeが送信のみの場合

受信動作許可を設定
SCRレジスタ

RE = 1 : 受信動作が許可となるように設定します。

Yes

Yes

return

userdef_scifa2_uart_send

送信可能
送信不可能

トランスミットFIFOデータレジス

タ（FTDR）の設定
FTDRレジスタ ← 引数data

シリアルステータスレジスタ

（FSR）の設定
RSRレジスタ ← 0xFF9F

TEND = 0 : 送信待機中または送信中であることを表示するよう

 に設定します。

TDFE = 0 : FTDRレジスタに書き込んだ送信データ数が指定送

 信トリガより多いことを表示するように設定します。

Yes

return
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6.8.10  SCIFA チャネル 2 データ受信処理（ユーザ定義）

図 6.14 に SICFA チャネル 2 データ受信処理（ユーザ定義）のフローチャートを示します。

図 6.14 SICFA チャネル 2 データ受信処理（ユーザ定義）

userdef_scifa2_uart_receive

受信エラー
受信エラーでない

受信動作禁止を設定
SCRレジスタ

RE = 0 : 受信動作が禁止となるように設定します。

レシーブFIFOデータレジスタ

リセットビット設定

FCRレジスタ

RFRST = 0 : 通常動作となるように設定します。

シリアルステータスレジスタ

（FSR）を設定
FSRレジスタ

ER = 0 : 受信中、または正常に受信したことを表示するように

設定します。

BRK = 0 : ブレーク信号なしとなるように設定します。

FER = 0 : 次にFRDRレジスタから読み出す受信データにフレー

  ミングエラーが発生しなかったことを表示するように

  設定します。

PER = 0 : 次にFRDRレジスタから読み出す受信データにパリ

  ティエラーが発生しなかったことを表示するように

  設定します。

受信動作許可を設定
SCRレジスタ

RE = 1 : 受信動作が許可となるように設定します。

戻り値に受信エラーを設定

return

レシーブFIFOデータレジスタ

リセットビット設定

FCRレジスタ

RFRST = 1 : FRDRレジスタをリセットするように設定します。

ラインテータスレジスタ

（LSR）設定

LSRレジスタ

ORER = 0 : 受信中、または正常に受信が完了したことを表示

  するように設定します。

受信完了

受信データ取得

受信FIFOデータフルフラグ

（RDF）の設定
FSRレジスタ

RDF = 0 : FRDRレジスタの受信データ数が指定受信トリガ数

  より少ないことを表示するように設定します。

戻り値に成功を設定

return

受信未完了

引数*data ← FRDRレジスタ

Yes

Yes
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7. サンプルプログラム
サンプルプログラムは、ルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。
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8. 参考ドキュメント
• ユーザーズマニュアル：ハードウェア

RZ/T1 グループ ユーザーズマニュアル ハードウェア編

（最新版をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。）

RZ/T1 Evaluation Board RTK7910022C00000BR ユーザーズマニュアル

（最新版をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。）

• テクニカルアップデート／テクニカルニュース

（最新の情報をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。）

• ユーザーズマニュアル：開発環境

IAR 統合開発環境（IAR Embedded Workbench® for Arm）に関しては、IAR ホームページから入手してく

ださい。

（最新版を IAR ホームページから入手してください。）
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ホームページとサポート窓口

ルネサス エレクトロニクスホームページ

http://japan.renesas.com/

お問合せ先

http://japan.renesas.com/contact/
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5 表2.1 動作環境　統合開発環境の内容変更

5. ハードウェア説明

8 図5.1 ハードウェア構成例 モジュール名変更

8. 参考ドキュメント

29 IAR 統合開発環境名変更

すべての商標および登録商標は、それぞれの所有者に帰属します。

改訂記録
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製品ご使用上の注意事項
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